
原市場聖書教会

週　　報

2023.1.15

NO.928

15, 私たちはイエスを通して、賛美のいけにえ、御名をたた

える唇の果実を、絶えず神にささげようではありませんか。

16, 善を行うことと、分かち合うことを忘れてはいけま

せん。そのようないけにえを、神は喜ばれるのです。            

　　　　　　　　　　　　　へブル１３章１５～１６節

年間聖句
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主日礼拝
２０２3 年　１月　１５日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 献金 ： 本多守兄　　　
　　　受付 ： 本多節子姉　

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 守 兄

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 土の器」

聖歌３３２番「 飼い主なる主よ」

マタイ１２章３８節～５０節

「 しるしを求める悪い時代」

聖歌４７２番「 人生の海の嵐に」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

マタイ１２章３８節～５０節
38, そのとき、 律法学者、 パリサイ人のうちの何人かがイエスに 「先生、 あな

たからしるしを見せていただきたい」 と言った。

39, しかし、 イエスは答えられた。 「悪い、 姦淫の時代はしるしを求めますが、

しるしは与えられません。 ただし預言者ヨナのしるしは別です。

40, ヨナが三日三晩、 大魚の腹の中にいたように、 人の子も三日三晩、 地の

中にいるからです。

41, ニネベの人々が、 さばきのときにこの時代の人々とともに立って、 この時

代の人々を罪ありとします。ニネベの人々はヨナの説教で悔い改めたからです。

しかし見なさい。 ここにヨナにまさるものがあります。

42, 南の女王が、 さばきのときにこの時代の人々とともに立って、 この時代の

人々を罪ありとします。 彼女はソロモンの知恵を聞くために地の果てから来た

からです。 しかし見なさい。 ここにソロモンにまさるものがあります。

43, 汚れた霊は人から出て行くと、 水のない地をさまよって休み場を探します。

でも見つからず、

44, 『出て来た自分の家に帰ろう』 と言います。 帰って見ると、家は空いていて、

掃除されてきちんと片付いています。

45, そこで出かけて行って、 自分よりも悪い、 七つのほかの霊を連れて来て、

入り込んでそこに住みつきます。 そうなると、 その人の最後の状態は初めより

も悪くなるのです。 この悪い時代にも、 そのようなことが起こります。」

46, イエスがまだ群衆に話しておられるとき、 見よ、 イエスの母と兄弟たちが

イエスに話をしようとして、 外に立っていた。

47, ある人がイエスに 「ご覧ください。 母上と兄弟方が、 お話ししようと外に

立っておられます」 と言った。

48, イエスはそう言っている人に答えて、 「わたしの母とはだれでしょうか。 わ

たしの兄弟たちとはだれでしょうか」 と言われた。

49, それから、 イエスは弟子たちの方に手を伸ばして言われた。 「見なさい。

わたしの母、 わたしの兄弟たちです。

50, だれでも天におられるわたしの父のみこころを行うなら、 その人こそわた

しの兄弟、 姉妹、 母なのです。」

「しるしを求める悪い時代」 
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今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2023 年 1 月 11 日御言葉

エレミヤ書　29 章 11 節

わたし自身、 あなたがたのために立てている計画をよく知っている──主のことば──。 そ

れはわざわいではなく平安を与える計画であり、 あなたがたに将来と希望を与えるためのも

のだ。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●これは旧約聖書時代の神の言葉を預かる預言者であったエレミヤが書いた言葉です。

エレミヤは神の言葉を預かり人々に伝える役目の預言者でした。 そのエレミヤが当時ネブカド

ネザル王の囚われの身となりバビロンという地域に連れていかれ捕囚となっていたエルサレム

の民に、 神様からの言葉を預かり届けた言葉の一部が今日の１節です。

　イスラエルの民は捕囚の民という、「囚われの身」 にありました。 しかし、その中でも、主 （神

様） は落ち込んで何もしないのではなく、 そこでしっかり働き、 子育てをして、 与えられたと

ころを感謝して、 その町の平安を祈りなさいと進めています。

　そして、 さらに大切なことは、 不安をあおるような霊能者の声には惑わされてはならない

と語っています。 いろいろな人間の思いから出てくる霊能者がいたのです。 その言葉に惑わ

されず、 神の言葉に耳を傾け、 必ず捕囚から解放される時が来るから、 信じて今いる町で、

感謝して仕え、 平安の実を結びなさいと語ったのです。

その言葉ののちに、 今日のこの 11 節が語られています。

これは、預言者エレミヤが主 （神） からの言葉を聞き、それを伝えた言葉です。 ですから、「わ

たし自身」 とはじまるのは、 主 （神） のことです。 主は、 どんな苦しい時であっても、 主 （神）

を求め続け、 捕囚の状態の中でも主を求め歩んでいるイスラエルの民の計画をよくわかって

くれている。 と語るのです。

捕囚の中で、 主の愛のうちに生き、 平安をもたらす歩みを実践することは楽ではありません。

つらい時もあるのですが、 主に従い敵をも大切にする誠実な歩みは必ず将来さらなる平安と

希望をもたらすことになると主は語られたのです。 　

　現代を生きる私たちの人生の歩みも誠実に歩んでいてもうまくいかないことがあります。 人

はどうしても、 うまくいかないことが続けばいらだち、 誰かに当たってしまったり、 不正をして

得をしようと考えてしまったりしがちではないでしょうか。 さらには、 その場しのぎの快楽に逃

げてしまう弱さが人間にはあるのです。

しかし、 そのような歩みの先は争いへと発展し、 平安どころか、 滅びへとつながってしまうの

です。

どんな時も、 天地創造主である神様に答えを求め、 苦難が与えられているときにも、 これは

災いではなく、 その先には、 神の平安と希望を与えて下さるための一歩に過ぎないのだとい

うことを信じることが大切なのです。 「平安と希望をもたらすための第一歩であること」 を私

たちが信じる者でありたいです。

新しい一年がスタートしていますが、 主 （神様） ご自身が私たちのことを一番ご存じだから

こそ主 （神様） に祈り求め歩む一年となるようお祈りしています。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 1 月 11 日（水 )

 1 月 8 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　お休みでした。

礼　　　　　拝    2+0 人    4+3 人   7+7 人  23（13+10）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会　　　　       1 人　　5人　　　　6人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（1月２２日〈日〉）
司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： マタイ１３章１節～２３節

説　　教 ： 「主の声を聞く人と聞かない人」　若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「ゆるがない岩」

　　　　　　　　聖歌５００、 聖歌４９６、 聖歌３８３　

受　　付 ： 本多裕子姉　　献金感謝祈祷 ： 本多志依姉

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　  10:30 ～ 12:00　
1月 22日 (日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　  09:30 ～ 10:15

祈    り    会                             10:30 ～ 12:001 月 18 日 ( 水）

☆自家焙煎珈琲タイム

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。
★原市場聖書教会での礼拝は以下の感染防止対策を継続いたし ます。
　　1, 体調のすぐれない方は zoom によるオンラインでの参加をご検討ください。

　　2, 会堂での礼拝参加の際は、 極力間隔をあけてお座りください。

　　3, 会堂に入られる際には、 マスクの着用、 手の消毒をよろしくお願いします。

　　4, 当面の間、 食事を伴う交わりは自粛いたします。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ １月１７日～１月２０日 （火～金） あまやどり （日高市地活） （場所 ： 高麗聖書教会）

・ １月１９日 （木） hi-b.a. 川越集会 （場所：川越福音自由教会）

こひつじタイム（子育ての学び）会費 300 円　 10:30 ～ 12:001 月 17 日 ( 火）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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